
カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

記入者名
記入年月日 2006年4月1日
学部・研究科名 教育学部
学科・専攻等名 情報科学教育課程

コース等名 表現情報処理コース

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる
題目・問題・テーマ等を箇条書に記
入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき
最低限の（行動）目標を学生が主語で
行為動詞を使用して箇条書に記入す
る。）

1.　論理的な思考ができる。 2.　情報科学の基礎を理解
している。

3.　プログラムを作成するこ
とができる。

4.　メルチメディアアートを作
成することができる。また
は，数理科学の基礎を理解
している。

1. 情報処理やマルチメディ
アの基礎理論を理解し，こ
れらの領域の問題に対応で
きる．

2. 情報処理に関する基礎知
識を修得し，この分野の問
題解決能力が備わる．

3. マルチメディアに関するソ
フトウェアの原理と使用法を
理解し，それらを用いて音響
や画像のデザインができる．

4. 情報処理あるいはマルチ
メディアアートに関して与え
られた課題を選択し，実験
や試作を通して，その結果
や作品を評価し改善をする
ことができる．

総合演習

人類に共通する課題や日本社会に関わる
課題について学ぶ。

１．人類や日本社会の課題を理解し、説明で
きる。
２．上記の課題を分析・検討し、自分の意見を
持つことができる。
３．上記の課題についての自分の意見を相手
に応じて分かりやすい形で伝えることができ
る。

情報数学I
情報科学の基礎となる概念や数学的な考
え方を中心に学習する。

1. 情報科学の基礎となる集合および
代数系の基礎知識を習得する。

 ◎  ◎  △  ◎  ◎  ○

情報数学II
情報科学を学ぶための基礎知識のう
ち，特に線形代数の分野を学習す
る．

1. 線形代数に関する基礎的な知識理
解
2. 線形代数に対する関心意欲

 ◎  ◎ ◯

情報数学III

情報科学の基礎のうち，微分学につ
いて学習する．

1. 微分学に関する基礎的な知識と応
用する力量
2. 解析学的な思考と判断
3. 微分学に対する関心意欲

 ◎  ◎

情報数学IV
情報科学の基礎のうち，積分学を学
習する．

1. 積分学に関する基本的な知識と理
解
2. 積分学に関する関心と意欲

 ◎  ◎

音楽通論

作曲、音響構成を行う際に不可欠な
基礎的な音楽理論、及び音楽を構成
している音そのものの様々な性質を
理解すると共に、それらを説明出来
る能力の育成を育成する。

1. 音楽の概念の獲得、音楽の理論的
な仕組みの理解、五線記譜法の基本的
な仕組みの知識の獲得、及びその理解
2. 音楽を理論的に考察する能力の獲
得
3. 音楽に対する広い関心の獲得と、
積極的に音楽と接する意欲の獲得
4. 音楽、及び芸術全般に対しての畏
敬の念、及び尊厳を認める態度の育成
5. 音楽の仕組みを解りやすく説明で
きる能力の獲得、それに必要な表現手
段の獲得

２．◯ １．◯

基礎デザイン

デザインにおける基本的な知識と共に、
ノートPCとペイントツールなどを用いた課
題制作を中心とした演習を行う。

1. ビジュアルコミュニケーションに関しての意
味付けと動機について主観的に理解している
か
2. 携帯メール、私語をせずに講義に集中し
ているか
3. 最低限の表現力と自主学習のための手
法を修得できているか

 △  ◎ ◯ ◯ ◯

情報数学V
情報分野で必要な知識のうち，統計と情報
理論の基礎を学習する．

1. 統計と情報理論の規範的な知識と理解
2. 問題を解決することに対する関心や意欲

◯  △

電子計算機

電子計算機の基本原理、システム構成、
中央処理装置の動作を中心に、オペレー
ティングシステムの役割とプログラム実行
の基本原理について講義する。

1．CPUの内部構造を理解する
2．CPUと主メモリの関係を理解する
3．コンピューターの基本動作、命令のフェッ
チ、解読、実行を理解する
4．コンピューター起動の流れを理解する
5．ハードウエアとオペレーティングシステムの
関係を知る

プログラミング言語
I(実習を含む。)

最も一般的なプログラミング言語であるC
言語を学習する。文法、変数、関数等の基
礎知識を学習した後、実際にプログラミン
グを行い、ソフトウェア作成の基本的技術
を習得する。

1. プログラミングに関する基礎知識が理解
できているか？
2. 自ら，新しい課題に取り組もうとしている
か？
3. 出席し，レポートを提出しているか？

 ◎  ◎  ◎  △  ◎  ◎  △ ◯

情報通信ネットワー
ク論(実習を含む。)

通信ネットワークの仕組み、ネットワークシ
ステムの構成、コミュニケーションおよびセ
キュリティについて講義し、また、ネット
ワークの構築およびクライアントの設定に
関する実習も行う。

1. 通信ネットワークの基本原理およびその
利用に関する基本知識を習得することを目標
とする。

 △  △  △  ○  ◎  △

アルゴリズム論(実
習を含む。)

探索やソーティングなどの実例を取り上
げ、そのアルゴリズムとソフトウェアの設計
について講義し、また計算量およびプログ
ラムの実測時間によるアルゴリズムの能
率確認の実習も行う。

1. 計算機処理に必要なアルゴリズム、デー
タ構造、計算量についての基礎的知識を習得
することを目標とする。

 ◎  ○  ◎  ○  ○  ◎  △

オペレーションズ・リ
サーチ

問題の合理的解決を科学的に提供する学
問がオペレーションズ・リサーチである．問
題解決の手順は，先ず現象の観察に始ま
り，モデル化，定式化を実行し，解析する．
その後最適な解決方法を求め，意志決定
で終わる．その中の最適化の代表的な数
学的手法を勉強していく．

1. オペレーションズ・リサーチにかんする知
識と理解
2. 最適化問題を解くこと；

 ◎  ◎

グラフ・ネットワーク
論

グラフの基本定義、性質から、通信ネット
ワークにおける経路決定問題とそのアル
ゴリズムまで講義する。

1. グラフ・ネットワークの理論、またそれに基
づいたネットワーク問題のモデル化とその解
決のためのアルゴリズムの設計についての
基礎的知識を習得することを目標とする。

 ◎  ○  ○  ○  ○  ◎

データベースシステ
ム(実習を含む。)

まずデータベースの基礎理論について学
習し、その後、実際に関係型データベース
を用いた演習を通してデータベース操作、
情報検索の手法を習得する。

1. データベースシステムについて理解でき
ているか？データモデルを理解しているか？
SQLが理解できているか？
2. 自ら新しい課題に取り組んでいるか？
3. 出席しレポートを提出しているか？

 ◎  ◎  △ ◯  ◎  ◎  △ ◯

論理回路

コンピューターを構成する電子回路の中の
組み合わせ論理回路とよばれる回路の設
計法や解析法を２値のブール代数を計算
手段として解説する。カルノーマップやクワ
インマクラスキー法による回路の簡略化の
方法についても説明する。

1．2値のブール代数演算を習得する
2．ブール関数と真理値表の関係を理解する
3．カルノーマップ、クワインマクラスキー法に
よる簡略化法を理解する
4．ゲートによる回路図とブール関数の関係を
理解する
5．与えられた問題から真理値表を作成する
能力を習得する
6．論理表現で解決可能な問題にブール代数
的解法を利用する能力を習得する

電気理論

直流回路および交流回路で利用される素
子の性質、オームの法則、キルヒホップの
法則などを説明し電気回路の電圧や電流
の計算法を解説する。また、交流回路の計
算に必要な複素数や行列の計算法も必要
に応じて説明する。

1．直流回路でのオームの法則、キルヒホッフ
の法則を理解する
2．交流回路計算の基礎である振幅や位相と
複素数との対応を理解する
3．コイルやコンデンサを含む交流回路の複
素計算を理解する
4．与えられた直流回路の電圧電流をオーム
の法則、キルヒホッフの法則を用いて計算で
きる5．コイルやコンデンサを含む交流回路の
電圧電流をキルヒホッフの法則を用いて計算
できる

プログラミング言語
II(実習を含む。)

まず、高度なC言語のプログラミングにつ
いて学習する。その後、グラフィックス・プ
ログラムの基本知識を学習した後、図形、
グラフなどを表示する簡単なコンピュータ
グラフィックスのプログラムを作成する。

1. 高度な知識が身についているか？構造
体，関数，描画などについて理解できている
か？                                               2. 自ら
新しい課題に取り組もうとしているか？

音響構成デザイン
I(実習を含む。)

古典的な作曲をコンピュータの音楽ソフト
ウェア上で行う技術を学習する。

1. 古典的な音楽の作曲法の理解、作曲につ
いて基本的な知識の獲得。コンピュータの操
作に関する基本的な知識の獲得
2. 作曲されたものの価値付け、価値判断が
できる能力の獲得
3. コンピュータへの基本的な関心と共に、使
いこなそうという意欲を持つこと。コンピュー
タ、及びソフトウェアの可能性について意欲的
に学習しようと言う態度を持つこと。
4. 授業への積極的な参加態度を重視。
5.実際に獲得された音楽的な、あるいはコン
ピュータ・音楽ソフトの扱いに関わる技能を、
作曲された作品という形で提示、表現できる
能力の獲得。

 ５．◎  １．◎

視覚情報処理論

画像を計算機上で扱うための理論や技術
に関する基本知識を学習する。加えて、実
際の応用事例や作品などを観賞する。

1. 当該分野における基本技術や概念を自
分の言葉で表現できるか
2. 当該分野における表現技術に関する知
識欲があるか
3. 積極的に自主学習を行っているか

◯ ◯  △  ◎  ◎  △  ◎ ◯

デザイン情報処理
I(実習を含む。)

CG表現の基礎技術の理解と習得のため、
2次元画像処理アプリケーションを用いて
課題の制作を中心とした演習を行う。

1. 画像情報処理の論理的な処理プロセスを
理解しているか
2. 与えられた素材、情報から自己学習を通
し、表現行為を行えるか
3. 講義や課題に積極的に取り組んでいるか
4. セオリーに基づいて意識的にデザインを
行っているか

◯ ◯  △  ◎  ◎  △  ◎  ◎

デザイン情報処理II

CG表現の基礎技術の理解と習得のため、
動画像編集アプリケーションを用いて課題
の制作を中心とした演習を行う。なお本講
義の課題制作は二人ないしは三人のグ
ループ制によって行う。

1. 本講義はコンピュータを活用して動画像
技術の理解と実制作のための手法を修得す
ることを目標としている。

◯ ◯  △  ◎  ◎  △  ◎  ◎

作・編曲法I

　音楽科の創作指導に不可欠な「教師自ら
が作曲、編曲する」力、音響構成を行う際
に必要な作曲、及び編曲の基本的な力を
修得する。和声法を主とするホモフォニック
な作曲法を中心に、簡単な旋律の創作か
ら始めて、少し規模の大きな器楽曲の作
曲、基本的な編曲の方法などを学習する。

1. 実用的和声法の知識の獲得、和声に対
する基本的な理解。
2. 音楽的な思考、及び音楽的な優劣、とい
う価値判断が自分で出来るようになること
3. 様々な音楽作成方法への広汎な関心、
様々な作曲手法獲得への意欲。
4. 音楽的な思考を、楽曲作成という手段で
表現できる技能の獲得

 4.◎  １．◎
 ４．◎

情報科学教育課程表現情報処理コースのカリキュラム

情報科学教育課程のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重
要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）

表現情報処理コースのGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重
要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）

表現情報処理コースの教育目的

学校教育および社会のさまざまな分野において教育の素養をもって貢献できる人材の養成を目的とする。 情報処理機器やソフトウェアの原理や使用技術を基に，コンピュータデザインやソフトウェアの作成を修得し，マルチメ
ディアアート，情報処理，情報科学，教育などの分野で活躍できる人材の養成を目的にする．

ソフトウェアからマルチメディアアートに至る諸技能を修得した感性豊かな情報処理技術者を育成する．

教育学部の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 情報科学教育課程の教育目的（具体的に記述・箇条書き）



作・編曲法II

線的作曲法、すなわちポリフォニーと呼ば
れる複数の旋律どうしの絡み合による作
曲法を扱う。内容は二声部の厳格対位法
の解説と実習、模倣対位法としてのカノン
の実作、フーガの解説などを扱う。

1. ポリフォニー、及び対位法の概念の獲
得、線的作曲手法の基本的理解、自由度の
相違による厳格対位法と自由対位法の違い
の認識。
2. 線的な作曲法により自ら音楽的な思考が
出来るようになること。ポリフォニー的作曲法
とそれ以外の作曲法の違いが判断できる。
3. ポリフォニー音楽への積極的な関心、及
び探究への態度
4. 対位法による作曲技能の獲得、ポリフォ
ニーによる音楽表現技能の確立。

 ４．◎  ４．◎ ３．◯

音楽史I(日本の伝
統音楽・諸民族音
楽を含む。)

音楽を実際に耳で聴いて理解することを重
視する音楽史の授業です。聴き方のポイ
ントを学びながら、さまざまな音楽を鑑賞し
ます。 （授業の内容・成績評価法等が変更
される場合もあります。）

1. いろいろな時代の音楽作品を聴いて、そ
れらの作品の様式的、時代、作曲家の特徴を
理解する。 （授業の内容・成績評価法等が変
更される場合もあります。）

音楽史II

この授業は、講義と演習の組み合わせに
よって構成されます。４つのトピックを設定
し、それぞれについてまず講義を行い、そ
の後、学生によるグループ発表を行いま
す。音楽的な知識を深めるだけでなく、音
楽と社会の関係、文化的なコンテクストに
おいて音楽を理解することを重視します。
（授業の内容・成績評価法等が変更される
場合もあります。）

立体造形基礎

様々な立体造形の基礎として，量感，フォ
ルム，テクスチュアー、空間感、動きなどを
基礎的材料経験と立体制作を通して、感
覚的理論的に学ぶ。

1. 基礎的な造形要素について説明ができ
る。
2. 身近にある造形物に興味や関心をもち鑑
賞ができる。
3. 物と空間との関係を考え、立体的に表現
することができる。

彫刻I

彫刻の基礎として、塑像・彫像・レリーフの
基本的な理論・技法を制作を通して学ぶ。

1. 抽象的な立体作品に興味や関心をもつ。
2. 固形物を彫刻し立体に表すことができる。

美術史I

西洋絵画史に関してとくにルネッサンス以
降、１９世紀近代絵画の成立までを歴史的
流れに重点をおいて概説する。

1. ルネッサンス以降、１９世紀までの西洋絵
画史の概観を説明できる
2. 各時代に生まれる芸術作品の歴史上の
位置づけ、社会的、文化的背景を把握し、考
察できる。
3. 西洋絵画の歴史を知ることによって、社
会、文化をふくめた諸外国に対する国際理解
への関心を喚起する。

美術史II(鑑賞並び
に日本の伝統美術
及びアジアの美術
を含む。)

日本美術史、とくに日本の近世絵画史(室
町期〜江戸期)に関して、流派とスタイルと
いう観点から論述する。なお　日本をとりま
く当時の東アジア諸国とのつながりも含
む。

1. 日本の室町期以降、江戸期までの絵画史
の概観を説明できる。
2. 各時代に生まれた絵画作品の歴史的位
置付け、社会的、文化的背景を把握し、考察
できる。
3. 日本絵画史の概観を知ることによって、
当時の東アジアを中心とした諸外国との文化
的な交流のあり方についての関心も喚起す
る。

電子回路

電気回路で学んだ回路理論の基礎知識の
復習から初め、ダイオードやトランジスタの
動作原理とそれを用いたた基本的な電子
回路について解説する。また、より実際的
な回路作成のために、オペアンプの基礎と
簡単な応用回路についても説明する。

1．ダイオード、トランジスタ、オペアンプの動
作を理解し説明ができる。
2．トランジスタ増幅器の簡単な交流等価回路
が描ける。
3．整流回路、トランジスタ増幅器、反転増幅
器、非反転増幅器の回路図が描ける。
4．トランジスタの直流バイアス設計ができる。
5．要求された増幅率の反転増幅器、非反転
増幅器の原理的な設計ができる。

情報社会概論(情報
倫理を含む。)

これからの高度情報通新社会を生き
抜く人間として求められる資質や能
力について、情報・社会・コミュニ
ケーションの観点より様々な社会事
例を通して考える。そこでは情報社
会人として身につけておくべき「情
報科学の知識」、「コミュニケー
ション能力」、「情報活用能力」、
「ＩＴ社会の光と影」、「情報倫
理」、「国際協力と国際理解」を学
修する。

１．情報とデータの意味学びを説明で
きる
２．情報活用能力の意味を学び実践で
きる
３．ＩＴ社会の光と影を学び生活で実
践できる
４．情報倫理について学び生活で実践
できる
５．国際協力や国際理解教育を学び国
際人としての意識を持ち実践できる

情報職業論

これからの高度情報通新社会を生き
抜く人間として求められる資質や能
力について、情報・社会・コミュニ
ケーションの観点より様々な社会事
例を通して考える。特に情報社会人
として身につけておくべき資質や能
力にうちプライバシーなど「個人情
報」や「情報倫理」に焦点をお
き」、グローバル社会の観点より学
修する。

１．情報活用能力の意味を学び実践で
きる
２．ＩＴ社会の光と影を学び生活で実
践できる
３．情報倫理について学び生活で実践
できる
４．プライバシーや個人情報を学び生
活で実践できる
５．国際協力を学び国際人としての意
識を持ち実践できる

OS概論

計算機を利用するための基本ソフトウェア
であるオペレーティングシステム：OSにつ
いて、現代のOSが備えている機能の基礎
とその仕組みについて理解を深める。

1. 現代のOSについて理解する。2. OSへの
関心が高まること。

画像形成デザイン

画像情報処理技術を応用して、CG・デジタ
ル映像を中心とした映像コンテンツを制作
する。本講ではコンテンツ制作において不
可欠な計画の基礎から学習する。なおな
お本講義においては筆記試験は課さず、
制作のみで評価を行う。

1. これまで修得した各種技術を自分が策定
した計画どおりに応用し、具体化できている
かどうか

音響構成デザインII

 音響構成デザイン１を踏まえ、より高度な
音響表現の可能性を追求し、音楽作品の
作成を目指す。音響構成デザイン１の単位
履修者か担当教官が同等以上の力量が
ある、と認めた者に受講を限定するので、
十分に注意すること。（集中講義）

1．音の性質を理解する
2．和声の理論を理解する
3．音響効果を知る
4．作成した作品を的確に評価し、論理的に説
明できる力を養う
5．オリジナルな作品作りの意欲を示す
6．他人を納得させるに十分な表現力を持つ；

卒業研究

卒業研究生各自の研究課題に従って、購
読、制作、論文執筆等を行う。

1. 研究課題に必要な知識の習得、研究課
題を達成するために必要な事項への理解
2.　研究課題を達成するために必要な思考
法・判断力の獲得
3. 研究課題に対する強い関心
4. 望ましい研究態度の獲得
5. 研究課題を達成するために必要な技能、
表現力の養成

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）
ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


